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財務報告に係る内部統制の開示すべき重要な不備に関するお知らせ 

 

当社は、金融商品取引法第24条の４の４第１項に基づき、平成27年３月27日に関東財務局に提出

いたしました平成26年12月期の内部統制報告書に開示すべき重要な不備があり、当社の財務報告に

係る内部統制は有効でない旨を記載しておりましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１．開示すべき重要な不備の内容 

  当社は、平成27年２月16日付「過年度に係る決算短信等（一部訂正）の公表及び有価証券報告

書等の訂正報告書の提出について」及び平成27年２月17日付「過年度に係る内部統制報告書の訂

正報告書の提出について」で公表いたしましたとおり、過年度決算訂正を実施し、有価証券報告

書等の訂正報告書を提出しております。 

当社はこの経緯を踏まえ、平成26年12月期の事業年度末日時点において、全社的な内部統制及

び決算財務報告プロセスの一部に脆弱性があったと認識しております。これらの財務報告に係る

内部統制の不備は、財務報告に重要な影響を及ぼすこととなるため、開示すべき重要な不備に該

当すると判断いたしました。 

 

２．事業年度末日までに是正できなかった理由 

  上記の事実は当事業年度末日近くで発覚したため、当該不備を当事業年度末日までに是正する

ことができませんでした。 

 

３．開示すべき重要な不備の是正方針 

  財務報告に係る内部統制の開示すべき重要な不備を是正するため、平成27年２月16日付「特別 

調査委員会の調査報告及び当社の対応について」にて公表いたしましたとおり、特別調査委員会 

からの提言を踏まえ、以下のとおり再発防止策を講じ、内部統制の改善に取り組んでおります。 

(1) 株式会社バリューサポートの吸収合併及び外販事業の撤退 

(2) 旅行事業における業務処理手順の見直し及び経営管理部門による牽制機能の強化 

(3) コンプライアンス体制、教育の強化 

(4) 内部通報制度の周知徹底 

(5) 内部監査の強化 

(6) 内部統制の評価範囲の見直し 

 

４．財務諸表等に与える影響 

  上記の開示すべき重要な不備に起因する財務報告上の影響額は、決算過程で適正に修正してお

り、連結財務諸表及び財務諸表に及ぼす影響はありません。 

 

５．財務諸表の監査報告書における監査意見 

  無限定適正意見であります。 

以 上 


